
印西市こどもワークショップ 

事業概要 

 

（仮称）印西市こども計画の策定にあたり、こどもの意見を聴き、施策に反映させるため、

市内に住む小学４年生から中学３年生を対象に公募を実施。 

応募のあった１９名によりワークショップを開催しました。 

 

 
こどもワークショップは以下の日程で開催しました。 

 日時：令和６年９月８日（日曜日）10：00～11：45 

 場所：順天堂大学さくらキャンパス ３号館８階 カンファレンスホール 

 １９名が４グループに分かれて意見交換を行いました。 

 参加者は下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

当日は、順天堂大学スポーツ健康科学部 松山毅先任准教授（メインファシリテーター）

及び大学生１０名（グループの進行役）にご協力いただき実施しました。 

 

 

 
 当日は、４つのグループ（Ａ～Ｄ）に分かれて座っていただき、各グループに２～３名の

進行役（大学生）を配置。 

 松山先生には、フリーで動いてもらい、各グループへの助言及び全体の進行管理をしてい

ただいた。 

【３号館８階カンファレンスホール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 年 人 数 

小学４年生 １１名 

小学５年生 ３名 

中学１年生 ５名 

合 計 １９名 

１ 

 
（１）実施目的 

 
（２）概要 

 
（３）会場レイアウト 
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当日の流れ 

 

 

受付後、事前に振り分けた席に座っていただき、各グループの進行役の案内で、宛名シー

ルに自分が呼ばれたい名前（ニックネーム等）で名札を作成していただき、ワークショップ

開始まで待機していただきました。 

 

開会あいさつ、ワークショップの趣旨及び当日の流れについての説明。 

（子育て支援課職員及び松山毅先任准教授） 

 

参加者の緊張をほぐすためのアイスブレイクとして、「バースデーライン」という企画を

大学生の皆さんが用意してくれました。言葉を交わすことなく、ジェスチャー等で誕生日順

に並んでいくというもので、保護者を含め、会場いる全員で実施しました。 

 

１． 全体の流れ 

 まず初めに、メインファシリテーターがワークショップのルールや、意見を付箋に書き、

模造紙に貼ってまとめていくという今回のワークショップの進め方などについて説明をし

ていただきました。 

① どんな意見も歓迎     ② 意見の批判はしない 

③ 意見の数で勝負      ④ 他人の意見に便乗し発展させる 

ワークショップでは、２つのテーマについてディスカッションしていただきました。 

 参加者がそれぞれ意見を付箋に書き、説明しながらそれを模造紙に貼り付け、整理してい

きました。 

２． テーマ 

 

 

 
 

   なお、当日配布資料で、今年の３月に市内の小学５年生と中学２年生に実施したアン 

ケート結果を参加者に提示。 

   １）「あなたが一番ほっとできる場所はどこですか。」 

     「自分の家」と答えた小学５年生 79.5％ 中学２年生 83.4％ 

   ２）「自分の意見や考えは、まわりの大人にちゃんと聞いてもらえてると思いますか。」 

     「そう思う」「まあそう思う」と答えた小学５年生 79.6％ 中学２年生 74.7％ 

３． 参加者全員でまとめた意見を発表 

進行役（大学生）の助言のもと、グループで出された様々な意見を参考に、参加者各自が

意見をまとめ、グループごとに発表していただきました。（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの順） 

２ 

 
（２）挨拶及びワークショップの主旨説明 

 
（１）開始準備 

 
（３）アイスブレイク 

 
（４）ワークショップ 

① 自分の家以外の場所で過ごすとしたら、どんな場所、何があるところ、何ができ

るところ、どんな人がいるところがあれば、楽しく、安心して過ごせると思う？ 

② 大人に聞いてもらいたいこと、大人に言いたいことはありませんか？ 

 



グループ発表の概要（発表順） 

 

【Ａグループ発表】 

（１）ほっとする居場所・好きな場所 

家（自分の部屋、ベッド、ソファーでスマホ、こたつ、トイレ、おばあちゃんの家）／本関係

（図書館、図書室、本屋、本に囲まれているところ）／学校／車の中／外／公園／プール／サ

ウナ／れいぼうのあるところ など 

（２）大人に聞いてもらいたい・これがほしい 

ほしいもの（スマホ、犬や猫、本、ゲーム、プライベートジェットを買いたい、おもちゃ）／

行きたいところ（学校、高級レストラン、ヨーロッパ、韓国、プール、ディズニーランド、出

身地）／やりたいこと（毎日修学旅行、学校から飛行機で外出、スキー、すきなソフトを食べ

る、ラーメン食べたい、学校に泊まる）／こうしてほしい（学校全部体育、喧嘩したときなぐ

さめてほしい、図書室を大きく、スマホを見てるとき話を聞いてほしい）／やめてほしい（友

だちの前で変顔するのをやめて、長電話するのをやめて／ など 

（３）こどもにやさしい印西市（こんな印西市がいい） 

スーパーが近い印西市／公園が近い印西市／観光地がいっぱい印西市／自然がいっぱい印西

市／地盤が強い印西市／災害がない印西市 など 
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【Ｂグループ発表】 

（１）ほっとする居場所・好きな場所 

ほっとできる：家（自分の家、わがはいの部屋、わがはいの家、静かであったかくて寝られる

場）／家の外では（図書館、順天堂大学、プール、和風ホテル）／地区の集会場に誰でも行け

るようにしてほしい／お風呂／旅館の温泉／部活／友だちの家／人が少ないところ、山奥 

など 

ほっとできない：なかなか行かない場所／都会・都会すぎる／高い所／友だちの家／家以外で

はほっとできない／人がいる・うるさいところ／駅やセールの人だかり／飛行機や乗り物／

キノコがたくさんあるところ／意見を否定するところ／／旅行先 など 

（２）大人に聞いてもらいたい・これがほしい 

公共（グラウンドがせまいので大きく、お金がないと・・を少なくする、4時・５時すぎでも

子どもたちが安全に遊べる屋内・バスで送り迎えする、学校に広い校庭、公園の野球ができる

場所を分けて）／お金（おこづかい増やす、高い買い物を買ってくれる、お金のうけつぎをな

くしてほしい）／寝る（ぐうたらさせて、寝ながら通学、1日でいいからふとんで生活）／時

間（授業の時間を減らして、登下校時間を減らして、部活の時間を長く）／バス通学したい／

バス通学でなく歩きたい など 

（３）こどもにやさしい印西市（こんな印西市がいい） 

住民 環境 優しい印西市（みんな仲良く） 

 

  



【Ｃグループ発表】 

（１）ほっとする居場所・好きな場所 

家（トイレ、ふろ、パパのおなかの上）／施設（所属しているスポーツクラブ、図書館）／デ

ジタル（テレビがみられる、映画館、VR空間、ゲームできる場所）／乗り物（電車、高いと

ころ、トランポリンの上・空中、スキー場のリフト）／せまいところ（ふとんの中、田んぼの

はじ、ベッドの下、教室の角、机の下、おしいれ）／国（日本） など 

（２）大人に聞いてもらいたい・これがほしい 

ゲームの時間、怒られたくない／部屋に入る時はノックしてほしい／自由（世界を操れる、大

統領になりたい、何でも聞いてくれる）／外出（ディズニーランド貸し切り、野球を見に行く、

海外、北海道、香川にいってさぬきうどん、ロサンゼルスオリンピックをみたい／家（家にド

リンクバー、広いトイレ、庭に大きなプール、室内プール、別荘）／学校（学校でバーベキュ

ー、給食バイキング、給食でスーパーカップ、休み時間を長く、中学校アルバイト OK に） 

など 

（３）こどもにやさしい印西市（こんな印西市がいい） 

一人になれる 自由で（治安がいい）平和な町 

大人がやさしくしてくれる町 

 

  



【Ｄグループ発表】 

（１）ほっとする居場所・好きな場所 

家（自分の家、自分の部屋、リビング、ベッド、トイレ、ソファ）／学校（教室、図書館）／

習い事（習い事、塾、くもん）／遊び（体育館、スカイツリー、東京タワー、公園、アニメイ

ト、ディズニーランド、映画館、ユニバーサル、友だちの家）／など 

（２）大人に聞いてもらいたい・これがほしい 

これを作って（公園みたいにすぐに行ける無料の遊園地、クレーンゲームが簡単なところ、何

でも売っている百円ショップ、近くで友だちとバトミントンできる施設、博物館、無料でラー

メン食べられる、アニメイト）／災害防止（寝ている時ベッドが変形しない、食べ物と水の確

保、避難場所、津波の水が入らない車）／お父さん・お母さんへ（北海道行きたい、毎月旅行

に行きたい、ゲーム時間延長を、スイッチとマイクラのソフト、中国で売っているかわいいカ

チューシャを買って、ハンドメイドで使っている食べられないクリームとハンドメイド用の

ピンを買って）／願望（小学校をきれいに、毎月身長を測りたい、先生は友だち感覚で接して

ほしい、お金がほしい、ディズニーランドのファストパス、旅行に行きたい） など 

（３）こどもにやさしい印西市（こんな印西市がいい） 

災害・犯罪・事故がなく、安全な街 

 

 

  



▼まとめ 

〇ほっとできる場所は自分の家（ソファ、トイレ、自分の部屋、風呂など具体的） 

〇自宅外では学校、公園、プール、図書館など 

〇人の多い場所はほっとできないという意見多数 

〇大人に聞いてもらいたいことは「〇〇を買ってほしい」「〇〇へ行きたい」等、保護者への

要望が多数 

〇公園、学校、図書室など施設・生活環境に関する要望、休み時間長く、授業時間短く、給食

の内容等の要望、防災関連等の安心な環境に関するものもある 

〇自分の日常に関するものだけでなく、市全体・世の中全体に関する要望・意見もみられる 

〇こどもにやさしい印西市キャッチフレーズのキーワードは 

「安全・平和」「よりよい環境」「災害がない」「やさしい」など 

 

 

▼実施風景 

 

 

   

  



▼当日配付資料 

 

  



 

 

  



▼参加募集チラシ 

 

 


